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８月 25 日(金)、被災地支援ボランティア活動として茂

木町のボランティア 35 名が、浪江町内の公民館の清掃活

動や震災遺構の見学をしました。浪江町の皆さんとの交流

により、災害について理解を深めるきっかけとなりまし

た。今後も浪江町社会福祉協議会と協働し、支援活動を実

施していきます。（参照記事 7ページ） 

発行/茂木町社会福祉協議会 
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歳末たすけあい

募金 

12月 1日～ 

12 月 31日 

 

 

一般募金 

（赤い羽根共同募金） 

10月 1日～ 

12月 31日 

                              
 

 

 

◇ 

共
同
募
金
は
計
画
募
金 

毎
年
実
施
し
て
い
る
共
同
募
金
は
、
あ

ら
か
じ
め
“
使
い
み
ち
の
計
画
”
を
た
て
、
こ

の
計
画
に
必
要
な
総
額
「
目
標
額
」
に
合

わ
せ
て
集
め
る
計
画
募
金
で
す
。 

共
同
募
金
は 

・
一
般
募
金
（
赤
い
羽
根
共
同
募
金
） 

・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金 

 

の
２
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。 

            

 

◇ 

一
般
募
金
（
赤
い
羽
根
共
同
募
金
） 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、
10
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
期
間
で
す
。 

令
和
５
年
度
に
集
め
た
一
般
募
金
は
、

令
和
６
年
度
の
通
年
で
行
う
事
業
に
使

わ
れ
ま
す
。  

◇ 

A
募
金
と
B
募
金 

栃
木
県
共
同
募
金
会
で
は
「
赤
い
羽
根

共
同
募
金
」
の
種
類
を
A
募
金
と
B
募

金
に
分
け
て
計
画
を
し
て
い
ま
す
。 

「
Ａ
募
金
」
は
、
県
内
の
福
祉
施
設
や
団

体
、
住
民
の
日
常
生
活
や
権
利
擁
護
、
見

守
り
の
活
動
事
業
の
た
め
の
助
成
金
と
し
て

使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

「Ｂ
募
金
」は
、
募
金
し
た
市
町
で
使
う
た

め
の
募
金
で
す
。
各
市
町
で
計
画
し
た
福
祉

活
動
や
団
体
へ
の
助
成
金
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。 

◇ 

募
金
方
法 

①
戸
別
募
金 

２
，
２
７
０
，
４
０
０
円 

（
600
円×

３
，
７
８
４
戸
） 

②
法
人
募
金 

 
 

５
０
０
，
０
０
０
円 

③
個
人
、
学
校
、
街
頭
募
金
等 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
９
１
，
６
０
０
円 

 

合
計
金
額 

 
２
，
９
６
２
，
０
０
０
円 

 

                    

      

10月 1日から 

赤い羽根共同募金運動が始まります 

❷ 

令和５年度に集める一般募金目標額 
２，９６２，０００円 

茂木町の福祉活動に活用する募金 

合計 ２，４００，０００円 

・見守り支援活動費     680,000 円 

・地域支援活動費      580,000 円 

・個別支援、団体支援援助費 657,000 円 

・福祉啓発、育成援助費   483,000 円 

栃木県の福祉施設や県域で 

活動するための募金 

合計 ５６２，０００円 
・社会福祉事業 

・社会福祉施設、NPO 法人、福祉団体 

・災害等準備金への配分 

A 募金 B 募金 ｃ ｖ
 

共同募金の種類 

ｃｖ
 

多くの皆様の 

ご協力をよろしく

お願いします！ 
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▲サロン代表者情報交換会を実施し、高

齢者の居場所づくりを促進させます 

▲子育て支援事業では、農作業体験な

ど茂木町ならではの事業を行います 

▲老人クラブ連合会では、多世代交流活動

を担っています 

▲ボランティア養成講座では福祉体験を

通して、福祉の心を育みます 

赤い羽根安心生活支援プロジェクト 共同募金社協活動促進配分事業 

   

〇 

見
守
り
支
援
活
動
費 

 

・
見
守
り
事
業 

 

・
障
が
い
児
者
支
援
事
業 

 

・
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業 

日
常
の
見
守
り
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
費
用
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。 

〇 

地
域
支
援
活
動
費 

 

・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
費 

 

・
子
育
て
支
援
事
業 

 

・
地
域
支
援
活
動
費 

 

・
民
生
委
員
調
査
活
動
費 

居
場
所
づ
く
り
や
地
域
で
の
サ
ロ
ン
活

動
等
へ
の
費
用
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。 

〇 

個
別
支
援
・
団
体
支
援
援
助
費 

 

・
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
団
体 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会 

 

・
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会 

 

・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

 

・
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
会 

 

・
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
ま
わ
り
の
会 

 

・
青
少
年
育
成
協
議
会 

・
身
体
障
害
者
福
祉
会 

・
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

・
高
齢
者
学
習
促
進
会
議 

     

・
介
護
者
家
族
の
会
す
ま
い
る
会 

・
手
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

・
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

・
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

・
茂
木
民
話
の
会 

茂
木
町
で
活
動
し
て
い
る
福
祉
団
体
や

社
協
の
福
祉
活
動
に
協
働
し
て
い
る
団
体

の
助
成
金
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。 

〇 
福
祉
啓
発
・
育
成
援
助
費 

 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
事
業 

 

・
広
報
紙
発
行 

 

・
福
祉
ま
つ
り 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
の
福
祉
活

動
を
広
く
伝
え
る
た
め
の
費
用
と
し
て
使

わ
れ
ま
す
。 

   

 

      

                               

                               

❸ 

茂
木
町
の 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
使
い
み
ち 

 

その他に共同募金の助成を受けて実施している事業（A募金からの助成） 

◀
社
会
福
祉
協
議
会
が
地
域

福
祉
活
動
で
必
要
な
送
迎

用
の
車
輛
を
購
入
す
る
際

に
助
成
さ
れ
る
事
業
で
す 

◀
地
域
の
福
祉
課
題
と
し
て

生
活
支
援
の
必
要
な
世
帯

へ
の
活
動
の
た
め
に
助
成

さ
れ
る
事
業
で
す 
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◇ 

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金 

 
 

茂
木
町
に
住
む
支
援
を
必
要
と
す
る

世
帯
が
、
少
し
で
も
温
か
い
年
末
年
始
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
年
も
歳
末
た
す

け
あ
い
運
動
を
実
施
し
ま
す
。 

支
援
を
必
要
と
す
る
人
や
世
帯
に
対

し
見
守
り
活
動
や
お
話
を
伺
い
、
地
域
で

支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
実
施
し
て

い
き
ま
す
。 

◇ 

募
金
期
間 

 
 

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
12
月
１
日

（
金
）
か
ら
12
月
31
日
（
日
）
ま
で
の
期
間

で
実
施
し
ま
す
。 

     

 

     

 

◇ 

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
使
い
み
ち 

〇 

歳
末
見
舞
金
の
配
付 

〇 

申
請
に
よ
る
団
体
助
成 

〇 

歳
末
見
守
り
支
援
事
業 

・
歳
末
見
守
り
事
業 

〇 

福
祉
ふ
れ
あ
い
事
業 

・
歳
末
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業 

・
ク
リ
ス
マ
ス
サ
プ
ラ
イ
ズ
イ
ベ
ン
ト 

・
粗
大
ゴ
ミ
回
収
サ
ー
ビ
ス
事
業 

・
布
団
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
事
業 

・
あ
お
ぞ
ら
散
髪
サ
ー
ビ
ス
事
業 

〇 

歳
末
た
す
け
あ
い
事
業
事
務
費 

        

歳
末
団
体
助
成
金 

◇ 

対 
 

象 
 

➀
地
域
サ
ロ
ン
事
業 

②
障
が
い
者
団
体
や
親
の
会
な
ど
当

事
者
団
体
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
へ
の
支
援
事
業 

③
生
徒
に
よ
る
地
域
貢
献
事
業 

④
「
福
祉
の
集
い
」
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

イ
ベ
ン
ト
」
の
開
催
事
業 

⑤
そ
の
他
、
地
域
福
祉
に
貢
献
す
る

事
業 

◇ 

助
成
金
額  

一
団
体 

５
０
，
０
０
０
円
以
内 

◇ 

申
請
方
法 

歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
金
福
祉
活
動

助
成
事
業
申
請
書
及
び
、
事
業
計
画
書
、

収
支
予
算
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

茂
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

〇 

申
し
込
み 

11
月
30
日(

木)

ま
で 

    

歳
末
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業 

◇ 

配
付
日
時 

12
月
２
日
（土) 

 

午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で 

◇ 

配
付
場
所 

元
気
ア
ッ
プ
館
運
動
訓
練
室 

◇ 

対
象
者 

生
活
が
大
変
だ
と
感
じ
て
お
り
、
寄
付

米
や
寄
付
物
品
の
受
け
取
り
を
希
望
す

る
世
帯 

◇ 

内 
 

容 

希
望
す
る
世
帯
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
善

意
で
い
た
だ
い
た
寄
付
物
品
や
食
品
等
を

お
渡
し
し
ま
す
。 

◇ 

配
付
方
法 

希
望
世
帯
は
配
付
会
場
で
必
要
な
物

品
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

※ 

物
品
が
多
く
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
や

自
転
車
、
徒
歩
な
ど
で
持
ち
帰
り
が
で

き
な
い
世
帯
に
は
、
自
宅
へ
お
届
け
し
ま

す
。 

◇ 

配
付
物
品 

・寄
付
米
（１
世
帯
５
ｋ
ｇ
～
） 

・レ
ト
ル
ト
、
缶
詰 

・生
活
用
品
（洗
剤
や
日
用
品
な
ど
） 

・そ
の
他
寄
付
で
い
た
だ
い
た
物
品 

 

❹ 

 

令和 5年度  

 歳末たすけあい募金目標額 

目標額合計 1,600,000 円 

戸別募金    1,１35,200円 

      （300円×3,784戸） 

その他（個人、学校、剰余金） 

464,800円 

（剰余金は昨年度の募金から

算出されています。） 

温かい年末年始を

過ごすために 

募金へのご協力を

お願いします！ 
  

つ
な
が
り 

さ
さ
え
あ
う 

み
ん
な
の
地
域
づ
く
り 
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▲布団がフカフカになり、気持ち

良く過ごすことができます 

▲散髪活動をきっかけに繋が

りを持てるようにします 

〇 

申
し
込
み 

１１
月
1
日
（
水
）ま
で 

 

 
子どもたちへ送るクリスマスプレゼン

トの準備や、メッセージカードなどの作

成、郵送作業を手伝ってくれるボランテ

ィアを募集します。 

希望者は10月31日(火)までに茂木町

社会福祉協議会へご連絡ください。 

 

▲昨年郵送したプレゼント 

▲冷蔵庫や洗濯機、家具など自力で捨てる

ことができないゴミを片付けます 

布
団
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
事
業 

◇ 

実
施
期
間 

１１
月
13
日(
月)

か
ら 

12
月
15
日(

金)

ま
で 

◇ 

対
象
者 

自
ら
布
団
干
し
が
で
き
な
い
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
、
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者

世
帯
、
そ
の
他
家
族
や
身
内
・
近
所
の
協

力
が
得
ら
れ
に
く
い
世
帯
な
ど 

◇ 

支
援
方
法 

移
動
寝
具
布
団
乾
燥
車
で
出
向
き
、

現
在
使
用
し
て
い
る
布
団
一
式
を
、
約

40
分
間
乾
燥
し
ま
す
。 

◇ 

利
用
料 

無
料 

  

         

あ
お
ぞ
ら
散
髪
サ
ー
ビ
ス
事
業 

◇ 

目 
 

的 

散
髪
を
通
し
て
す
が
す
が
し
い
気
持
ち

で
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
し
ま
す
。 

◇ 

実
施
期
間 

11
月
20
日
（
月
）か
ら 

12
月
15
日
（金
）ま
で 

◇ 

対
象
者 

地
域
の
関
わ
り
を
苦
手
と
す
る
人
、
生

活
が
大
変
な
人 

 

◇ 

支
援
方
法 

対
象
世
帯
の
自
宅
玄
関
、
庭
先
ま
た
は

軒
先
に
て
散
髪
を
行
い
ま
す
。 

◇ 

利
用
料 

 

無
料 

〇 

申
し
込
み 

11
月
10
日
（金
）ま
で 

          

粗
大
ゴ
ミ
回
収
サ
ー
ビ
ス
事
業 

◇ 

実
施
期
間 

12
月
1
日
（
金
）か
ら 

12
月
8
日
（金
）ま
で 

◇ 

対
象
者 

ゴ
ミ
の
回
収
等
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
難
し

い
低
所
得
者
世
帯 

◇ 

支
援
方
法 

回
収
す
る
ゴ
ミ
の
種
類
や
日
程
の
確
認

の
た
め
に
訪
問
し
、
そ
の
後
回
収
業
者
が

ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
す 

◇ 

利
用
料 

利
用
者
負
担
あ
り 

            

 

〇 

申
し
込
み 

１１
月
10
日
（金
）ま
で 

       

 

            

❺ 
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７
月
21
日(

金)

か
ら
８
月
20
日(

日)

ま

で
の
期
間
、
約
100
名
の
子
ど
も
た
ち
が
家

庭
で
さ
ま
ざ
ま
な
お
手
伝
い
を
行
い
ま
し
た
。 

お
手
伝
い
の
内
容
と
し
て
多
か
っ
た
活
動

は
「
お
風
呂
掃
除
」
、
「
皿
洗
い
」
、
「
洗
濯
物

た
た
み
」
で
し
た
。  

 

参
加
し
た
多
く
の
子
ど
も
達
が
、
毎
日

継
続
し
て
お
て
つ
だ
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
挑
戦
し

ま
し
た
。 

８
月
末
、
子
ど
も
た
ち
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

達
成
の
証
で
あ
る
表
彰
状
を
笑
顔
で
受
け

取
り
、
ご
褒
美
の
お
菓
子
の
つ
か
み
取
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。 

今
回
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

日
常
の
継
続
し
た
お
手
伝
い
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。 

        ※ 

お
て
つ
だ
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
報
告
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
事
務
局
へ
９
月
20
日
（水
）

ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

  

８
月
上
旬
、
学
童
保
育
を
利
用
す
る
子

ど
も
た
ち
が
、
町
内
の
高
齢
者
へ
、
「お
元
気

で
す
か
。
」
の
気
持
ち
を
こ
め
て
手
紙
を
送

り
ま
し
た
。
文
字
だ
け
で
な
く
、
絵
を
か
い

た
り
、
折
り
紙
を
貼
っ
た
り
と
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
気
持
ち
を
込
め
て
書
い
た

手
紙
で
す
。
手
紙
を
受
け
取
っ
た
高
齢
者

よ
り
、 

「う
れ
し
く
て
涙
が
出
ま
し
た
。
」 

「
先
生
の
話
を
よ
く
聞
い
て
が
ん
ば
っ
て
ね
。
」 

「暑
い
の
で
体
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
」 

な
ど
、
お
礼
の
お
便
り
や
お
電
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
直
接
の
交
流
が
な
か
な
か
難
し

い
昨
今
、
手
紙
を
通
じ
て
世
代
を
越
え
た

交
流
と
な
り
ま
し
た
。 

             

 
 

 

学
童
保
育
を
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち
を

対
象
に
、
プ
レ
ー
パ
ー
ク
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
木
工
細
工
に
挑
戦
し
た
り
、
ハ
ン
モ
ッ
ク

に
揺
ら
れ
た
り
と
普
段
で
は
な
か
な
か
で
き

な
い
体
験
に
大
興
奮
の
様
子
で
し
た
。 

休
憩
中
か
き
氷
で
涼
み
、
友
だ
ち
と
夏

の
ひ
と
時
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 
 

                   

子どもから大人まで多くの方が 

活動に参加しました！ 
 

子
ど
も
の
お
て
つ
だ
い
チ
ャ
レ
ン
ジ 

 

高
齢
者
へ
の
お
手
紙
交
流 

夏
休
み
学
童
特
設
プ
レ
ー
パ
ー
ク 

▲心を込めて手紙を書きました 

▲たくさんお菓子をつかめる

かな 

▲かき氷、冷たくておいしいよ ▲ドキドキのロープわたり 

❻ 



茂木町社会福祉協議会（電話 63-4969） 茂木町障がい者生活支援センター（電話 63-5155） 

 

◇ 

開
設
場
所 

並
松
運
動
公
園
の
日
本
庭
園 

◇ 

開
設
時
間 

毎
月
第
２
・第
４
土
曜
日 

午
前
10
時
～
午
後
３
時 

◇ 

活
動
予
定 

 

10
月 

14
日 

28
日
（
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ラ
ン
タ
ン
） 

  

   

11
月 

11
日
、 

 
 
 
 
 
 

25
日
（
団
欒
イ
ベ
ン
ト
） 

    

12
月 

９ 

日
、 

 
 
 
 
 
 

23
日
（
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
作
り
） 

  

 

 ◇ 

現
地
の
レ
ポ
ー
ト 

 

福
島
県
浪
江
町
の
駅
周
辺
に
は
住
民
が

多
く
集
ま
っ
て
い
る
地
域
が
あ
り
、
賑
わ
い

の
あ
る
様
子
で
し
た
が
、
避
難
解
除
さ
れ
た

ば
か
り
の
地
域
で
は
、
荒
廃
し
た
家
屋
や
商

業
で
盛
ん
だ
っ
た
名
残
が
残
っ
て
い
る
ば
か

り
で
し
た
。 

地
域
の
方
と
公
民
館
で
活
動
し
た
際
に

は
、
今
で
も
継
承
さ
れ
て
い
る
浪
江
町
の
風

習
や
、
な
み
え
焼
き
そ
ば
の
歴
史
、
季
節
ご

と
に
み
ら
れ
る
浪
江
の
景
色
、
以
前
に
比
べ

て
便
利
に
な
っ
て
き
た
暮
ら
し
な
ど
、
さ
ま 

                 

   

ざ
ま
な
話
題
が
の
ぼ
り
、
笑
い
の
絶
え
な
い 

交
流
と
な
り
ま
し
た
。 

震
災
遺
構
で
あ
る
請
戸
小
学
校
の
見
学

で
は
、
学
校
の
備
品
が
流
さ
れ
、
構
造
物
が

変
形
し
、
今
な
お
風
化
し
続
け
て
お
り
、
津

波
に
よ
る
凄
惨
な
事
実
を
改
め
て
実
感
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
支
援
活
動
を
通
し
て
、
改
め
て
私
た

ち
の
地
域
で
も
起
こ
り
う
る
災
害
へ
の
備
え

を
充
実
さ
せ
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
高

め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

                 

                              

冒
険
遊
び
場
プ
レ
ー
パ
ー
ク
も
て
ぎ 

活
動
予
定
に
つ
い
て 

                           

もしものときに役立つ 

救急救命講座
参加者募集！ 

◇ 日 時 

10月８日（日） 午前９時 30分～正午 

◇ 場 所 

町民センター「ゆずもホール」 

◇ 対象者 

茂木町在住の方（定員 20人まで） 

◇ 講 師 

芳賀地区消防本部 茂木分署員 

◇ 活動内容 

体験 

・救急法による心臓マッサージ 

・ＡＥＤの使用方法 

・止血の方法 

・適切な包帯の巻き方と種類 

・骨折時にできる応急手当 

・緊急時の搬送方法 

講話 

・非常時、災害時の心得 

・救急救命が必要となる状況とその判断 

・災害が発生した際の動きと避難の考え方 

（台風・大雨・地震・火事などの災害別にできる行動） 

・非常時に備えた見守り活動（社協の活動について）  

◇ 申し込み 

９月 22日（金）までに茂木町社会福祉協議会まで

ご連絡ください。 

被 

災 

地 

支 

援 

▲震災遺構の請戸(うけど)小学校を見学しました 

➐ 



茂木町社会福祉協議会（電話 63-4969） 茂木町障がい者生活支援センター（電話 63-5155） 

 

 

 

緊急小口資金・総合支援資金(初回)の受付期間が令和４年３月末まで延長 

総合支援資金(再貸付)の受付期間が令和３年１２月末まで延長 

 

 

 

 

 

～秋の家事のお手伝い～ 

季節の提案型簡易家事援助を

季節の変わり目を心地良く過ごしませんか？ 

◇ 活動期間  

１０月３０日（月）～11月 17日（金) 

◇ 内 容 窓拭き、エアコンフィルターの掃除、 

手の届かない所の掃除（クモの巣取り、換気扇、

カーテンレールなど） 

◇ 対象者 茂木町に住む高齢者、障がい者世帯

等で、家族や近隣の支援を受けることが難しい世

帯 

◇ 支援の流れ 申し込み→事前訪問（３０分）→ 

活動（３０分）※ ボランティアが２人でできる３０

分程度のお掃除になります。 

◇ 利用料  無料 

◇ 申し込み １０月２７日（金）まで 

簡易家事援助 

  有償ボランティア募集中！ 

◇ 活動内容 家事援助ボランティアとして、２人 

１組で３０分程度の事前訪問と活動をします。 

 ◇ 問い合わせ 

茂木町社会福祉協議

会までご連絡ください。 

 

                           

    

 

                              

                             

                 

❽ 

◇ 場 所 こんこん亭（STEP１ビル １階） 

住 所：茂木町増井 211-１ 

問い合わせ先  
090-3542-2475（清水） 

10 月12 日 (木) 
の献立 

 

カレーライス、 

福神漬け、その他 

焼きそば、餃子、 

その他 
10月  26日 (木) 

の献立 

 

心配ごと相談所を

ご利用ください
◇ 相談を受ける場所 

社会福祉協議会事務局 

相談スペース 

◇ 相談日時 

平日午前９時～午後４時（原則１件 30分以内） 

 ただし、事前に電話予約が必要です。 

◇ 相談を受ける内容 

日常生活の悩み事や困りごと、福祉制度に関する

事項 

◇ 問い合わせ先 

茂木町障がい者生活支援センター 

定期的に研修会を実施しています 

ともだち作業所の職員を募集します 

◎ 職種・募集人員 

ともだち作業所指導員 １名（嘱託職員） 

◎ 職務内容 ともだち作業所利用者の生活訓練、健康

指導、就労訓練、相談支援等、ともだち作業所の行う

障がい者の自立した生活に向けての訓練・指導に従

事。 

◎ 応募資格 茂木町の障がい者支援、地域支援活動

などに意欲がある人。運転免許取得者。ワード・エク

セルを使える方。 

◎ 勤 務 地  元気アップ館内 

◎ 勤務時間 午前8時15分～午後5時 

◎ 休   日 土・日・祝日・年末年始 

◎ 賃 金 等 嘱託職員 月額170,000円、通勤手当、 

 賞与年2回 

◎ 雇用期間 令和 6 年 4 月１日から令和 7 年 3 月 31

日まで。(ただし、３か月は試用期間とします。その後

１年ごと更新あり。) 

 ※ 経験等を含め勤務良好であれば正規職員への登

用あり 

◎ 受   付 応募される人は１０月２日から１０月２０日

までに、事前に電話（63-4770）をして、履歴書を持参し、

ともだち作業所（元気アップ館内）まで来てください。 


